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納税のおおがい

liIJの理整然が円滋iζおζなわれるには、やはち

みなさんのと銘力がなくてはできま牧ん。

時J1露はきめられた鶏線路lとお事診るようおね

がいします。
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8
融剛山町

年
・
搬
入
教

新

ち

た

ハ
盟
国
同
館
滋
滋
の
}
閣
時
と
し
て

「
袋
包
の
然
崩
慣
を
み
つ
め
、
社

会
げ
い
後
瞬
時
語
広
州
り
、
余
裕
の
あ

る
文
佑
塗
添
い
を
髭
療
に
、
鶴

見
か
ち
総
め
た
各
陣
蹄
綴
と
も
、

多
数
の
出
席
巻
い
た
ど
き
、
好

評
の
う
ち
に
滋
ぬ
ち
れ
て
お
き

ま
す
が
、
九
月
い
っ
ぱ
い
で
審

滋
、
韓
中
道
、
多
数
の
議
座
骨
修

了
し
ま
す
吻

な
お
、
十
一
だ
か
ら

ιれ
ら

の
鶏
筏
を
、
新
ら
た
に
い
募
綴
し

聞
開
講
附
レ
ま
す
の
で
受
総
務
胡
識
者

は
出
硝
し
込
み
一
F
語
い
。
ま
た
、

い
ま
ま
で
の
方
法
、
研
修
銭
と

し
て
疑
終
し
て
い
た
だ
〈
予
定

で
す
。出
申
し
込
み
方
法
は
、
ハ
ガ
今

日
舗
網
の
ど
ち
ち
で
も
同
氏
け
付
げ

ま
す
の
で
、
公
糾
問
輪
開
あ
て
に
十

回
月
三
十
日
円
時
ま
で
に
出
申
し
込
ん

で
下
事
い
。

十
}
門
局
際
繍
鍋
総
務

。
割
問
録
数
議

蜘
樹
琳
瑚
翰
綿
密

剣
問
、
一
年
問

鴎
間
終
期
日
毎
週
水
繍
糊
口
日
午

み
下
さ
い
。

ぶ

球

大

会

w
v
S
腕
時
十
月
十
日
〈
体
液
の

口μ
〉
午
前
九
臨
時

管
場
所
説
斜
線
千
釘
冷
市
究
会
館

融
商w'務
相
制
資
格
野
市
坊
に
勤
務
叉

は
荏
鐙
の
も
の

(語
i
s
xふ
VAN

と
な
号
、

ζ
の
数
織
に
は
七
十

日
一
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
mw
燃
物

し
か
総
て
ら
れ
々
い

ιと
に
な

h
ま
す
a

ま
た
、
鶴
市
計
磁
波
旅
よ
り
-

抑
制
衛
計
制
闘
世
帯
梁
と
し
て
淡
出
品
書

れ
た
公
共
用
品
端
と
必
る
予
定
の

土
織
に
は
開
問
て
ら
れ
ま
せ
ん
。

脚
部
制
偶
者
間
持
て
る
鈴
に
は
、

ζ

れ
与
の
察
巷
糊
刷
獲
し
、
建
綴
す

る
よ
う

κし
ま
し
ょ
う
。
甜
押
し

い
と
と
は
都
市
悶
悶
胤
抑
制
献
に
お
尋

ね
く
ど
き
い
。を

民
募
集

後
六
臨
時
か
ら

丹
後
、
祭
神
温
の
爽
絞
帆
鏑
揃
帯

。
幽
抑
大
教
溢

手
議
終
府
開

側
刷
機
、
-
年
同
開

関
議
耐
用
門
日
係
週
火
開
糧
自
午

前
十
時
か
ら

内
容
、
会
輔
植
手
袋

韓
中
道
幾
柑
館

側
期
間
間
一
年
間

糊
持
議
期
日
H

H

樽
潟
水
醐
構
箔
午

鈴
十
時
吋
か
与

内
総
務
道
の
知
錦
絵
か
ら

。
甜
削
一
銭
感

園間続制冊目
H

第
二
、
同
開
口
同
醐
楢

R
K
T
約
十
時
か
ら

内
容
嗣
指
紋
淡

。
品
計
勾
繍
粥
慾

綴
務
総
沼

同
時
点
畷

一
時
時
か
ら

内
容
随
時
吟
行
を
災
抽
出
す

znv 

o一
審
議
数
総
一

制
帰
隊
第
て
一
一
一
水
綴
8
午

的関ム
T

時
吋
か
ち

内
容
鵠
酬
に
で
も
敬
え
る
綴

し
め
る
も
の

明v
縁
関
川
醐
向
子
(
中
学
伎
の
部

潟
姉
眠
時
誌
の
部
、
一
切
畿
の
拙
即
〉

女
子
ハ
中
学
後
の
録
、
議
綬
伎

の
様
、
一
帥
芸
部
V

E込
み
氏
名
、
賢
官
、
住

所
、
品
酷
務
先
、
ま
た
は
学
崎
摂
取
骨

を
間
出
入
し
て
十
月
七
回
M
ま
で
に

然
炎
公
民
裁
に
お
隣
込
み
下
章

、。

531 



( 2 ) 

鶏
舎
は
い
つ
も
清
一
に

五

万

五

千

羽

の

被

:二 級事142匁9月168発行'(} 

ニ
f
s
A
M
ッ
ス
ル
災
と
い
う

言
葉
を
よ
く
到
に
し
ま
す
が
、

ζ
れ
は
、
鶏
出
怖
で
一
議
恐
し
い

報
曲
部
尉
測
で
す
da

‘‘
i

昨
昨
年
秋
か
ち
今
畿
に
か
け
て

.E
県
内
で
二
十
一
万
羽
、
本
前
向
で

も
日
胤
万
滋
令
子
明
出
・
も
の
多
く
の
後

殺
が
で
て
い
ま
サ
。

ζ
m
w
病
気
は
、
細
部
い
と
き
に

出
る
、
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
宮
悦
涯
で
も
多
〈
殺
生
し
て

議う〈幾三三緩郵便物語審l1J)

い
ま
す
e
数
年
前
附
必
然
療
体
と

違
い
抵
抗
力
の
淡
い
も
の
が
協
同

行
し
て
い
る
か
ち
だ
、
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

出
問
滅
菌
は
、
問
問
で
滋
ば
れ
た

ち
〈
空
気
↑
恒
出
掛
)
脳
間
閥
均
な
ど
か

ら
感
染
し
た
り
(
間
間
接
伝
染
〉

そ
の
総
一
小
総
の
柑
脱
線
か
ち
侵
入

す
る
の
で
安
心
す
る
と
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

線
駅
近
も
千
一
鶏
擦
で
発
生
し
、

約
一
一
千
二
日
潟
明
鳴
の
後
擦
を
受
け

て
お
り
、
と
れ
か
ら
も
伐
材
織
に

多
く
発
生
す
る
恐
れ
が
み
ち
ま

す。
践
を
制
間
格
殺
し
て
い
る
万
は
、

次
の
ζ
と
に
絞
怒
し
て
然
生
を

時
間
ぎ
ま
し
ょ
う
。

。
ワ
ク
チ
ン
ヱ
ア
紡
注
射

の
完
会
耐
火
総

う
ち
の
殺
は
二
J
一
お
お
ど
か

品
、
な
ど
と
ワ
ク
チ
ン
接
援
を

し
な
い
た
め
に
予
時
間
綴
滋
を
し

た
人
ま
で
大
き
な
畿
勢
者
受
け

る
よ
う
な
ζ
と
の
な
い
よ
う
wh

b

柏
町
ふ
い
に
針
図
的
に
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
爽
燃
し
て
く
だ
古
い
。

鶏
舎
内
の
血
液
終
的
‘
に
、
ア
ン

モ
ニ
ア
ガ
ー
が
多
か
っ
た
き
、

ホ
コ
ワ
や
ゴ
ミ
が
多
い
と
務
気

の
弱
体
内
務
。
が
世
間
い
と
い
・
お
れ
て

い
ま
す
φ

鶏
舎
内
を
い
つ
も
泌
総
に
し

フ
ン
を
絞
っ
て
崎
明
石
灰
岳
ま
い

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

。

病

気

の

症

状

と

処

緩

側
制
約
の
組
問
を
す
る
、
中
常
世
持
者

期
加
す
る
紋
ど
が
大
司
会
の
な
特
畿
で

す。
も
し
症
状
が
山
山
た
胤
時
点
刊
は
、

筏
槻
榊
蹴
却
な
ど
で
山
市
蒸
し
、
期
蹴
櫛
刑
事

成
人
総
と
し
て
制
刷
れ
れ
ら
れ
亡

い
た
緩
後
色
、
国
側
然
体
山
路
加
の
向

上
、
務
綴
医
学
の
急
遂
な
巡
拶

絡
緋
税
対
策
の
波
及
翰
民
滋
に
よ
ち

急
速
に
減
少
し
、

ζ
れ
げ
い
変
哲

深
山
地
庄
、
が
ん
、
心
棉
刷
機
な
ど

が
叫
科
会
の
設
相
棋
を
浴
び
る
よ
う

に
な
ち
ま
し
た
。

が
ん
に
よ
る
滅
亡
は
、
判
制
作
中

市
に
つ
い
で
死
間
同
開
明
殺
の
雌
滞
日
一

与
な
い
蛸
聞
の
一
一
一
時
前
一
か
端
部
せ

ら
れ
る
と
と
に
な
ち
ま
し

，心情。?
 なお
、
そ
の
裁
が
有
一
術
開
円

に
掛
附
た
設
い
幾
J
A
m
に
は
、
最

低
五
百
ぼ
と
な
り
ま
す
a

申
告
鈴
森
氏
つ
い
て
、
滋

ゆ
み
叩
此
耳
で
あ
っ
た
ち
、
ま
た

は
熊
取
鈴
明
、
あ
っ
た
、
号
し
た

昌
明
会
に
は
、

げ
仏
、
明
細
少
由
叩
仲
習
知
州
算
税
や
そ

の
品
加
各
緩
め
総
輸
持
制
閣
が
制
部
せ

ち
れ
ま
す
。

は
お
、
わ
か
ち
に
く
い
ζ
と

も
っ
と
縦
併
し
く
知
ち
た
い
方
は

税
務
明
習
に
お
た

γ私
く
だ
さ
い

課
へ
笈
絡
し
て
終
ぷ
に
よ
ち
処

分
し
て
く
だ
ヨ
い
。

内抗
k
の
よ
う
た
ζ

と
を
守
り

ニュ

l
カ
ヅ
ス
片
務
か
ら
鰐
を

守
ち
も
よ
ち
よ
い
淡
終
射
殺
を

行
な
い
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
明
7
4
時
問
機
種
希
望
一
mw
ガ

は
、
爽
焚
〈
一
明
悦
h

ハ
凶
口
〉
で
行

な
い
ま
す
の
で
各
総
開
換
の
給
導

慰
問
に
謝
連
絡
く
だ
さ
い
a

ま
に
、

ワ
ク
チ
ン
だ
け
を
足
掛

J
万
は

耐
叫
で
滋
援
し
ま
す
の
も
出
院
議
議

ヘ
申
し
込
ん
で
く
化
活
い
。

。
一
予
防
後
径
の
依
綴
ま

に
は
方
法
要
領
な
ど

の
議
絡
先

相
判
明
開
マ
枯
渇
区
、
高
野
市
出

渡
辺
談
議

期
間
作
品
鎗
隊
、
山
叩
線
開
部
山
出
品
開
二

出
市
役
柏
崎
限
、
甘
的影
山
刷
新
一

。
鋭
的
闘
が
わ
か
ら
ず
緩
み
も

な
い
の
げ
い
や
せ
て
き
て
、
顔

色
が
わ
る
く
な
与
、
数
出
し

て
く
る
ζ
と
は
な
い
か
ハ
す

べ
て
の
が
ん
〉

。
な
が
ら
く
絡
協
闘
の
同
門
会
げ
か

わ
る
く
な
い
か
。
食
欲
は
お

と
ろ
え
な
い
か
(
盟
国
が
ん
〉

O

お
h
も
の
が
刷
唱
え
た
り
、

出
叫
が
ま
じ
っ
た
号
、
不
定
期

潟
市
品
や
接
対
山
間
中
拠
は
な
い
か

浮
舎
が
ん
)

。
閣
制
附
聞
に
な
が
く
消
え
な
い

し
と
り
は
な
い
か
の
況
が
ん
〕

。
も
の
を
欽
み
と
な
と
き
、

っ
か
え
る
よ
う
な
気
が
し
な

い
か
〈
愛
銭
円
か
ん
〉

O

せ
き
が
な
が
く
縫
い
た
り

た
ん
に
血
が
ま
じ
っ
た
ち
し

々
い
か
〔
帥
仰
が
ん
〉

。
担
問
が
か
す
れ
て
、
な
が
く

治
ら
な
い
ζ
と
は
な
い
か

(
綴
縫
い
か
ん
〉

。
ね
の
中
や
前
払
曲
悶
花
、
組
問
ち

に
く
い
淡
綴
は
芯
い
か
(
者

が
ん
、
一
変
殺
が
ん
V

O

開
試
の
曲
が
わ
る
・
か
っ
た
り

市
棋
が
ま
じ
っ
た
ち
し
な
い
か

〈
務
総
が
ん
、
蹴
腕
組
叫
が
ん
、

抽
出
立
線
が
ん
)

。
後
巡
の
親
子
が
く
る
っ
た

争
、
燥
が
ま
じ
っ
た
与
し
な

い
か
ハ
大
酬
紛
が
ん
、
一
温
順
舗
が

ん〉

災
害
を
受

税け
た
場
ム
口

の

と
と
し
も
ま
た
本
純
物
的
な
会

総
レ
ー
ズ
ン
を
遂
え
ま
し
た
。

わ
が
燃
は
、
災
容
の
多
い
僚

と
し
て
忽
ち
れ
て
い
ま
す
が
、

台
風
に
よ
る
検
出
習
が
、
も
づ
と

も
多
い
の
は
ζ

れ
か
ち
で
す
e

と
れ
ら
の
被
務
を
毅
少
期
間

κ

紡

vaと
と
が
一
議
火
切
で
す
が

も
し
、

ζ

の
よ
う
な
災
擦
に
よ

っ
て
対
波
に
援
申
告
を
う
け
た
機

会
、
酬
明
A
胤
mw
日
織
で
も
、
い
ろ
い

ろ
な
数
済
綴
四
障
が
終
ぜ
ら
れ
て

家

援

調

査

そ

行

な

い

ま

す

凶
支
出
H
媛
、
判
制
中
間
札
山
一
綴
料
桝
は

土
品
端
、
家
屋
、
察
知
却
資
時
闘
に
対

し
て
終
判
制
き
れ
る
も
の
で
す
が

朝
関
税
の
談
後
と
な
る
資
由
胞
の
努

出
棋
は
大
切
訟
も
の
で
す
。

ζ
の
細
部
税
資
料
を
毅
出
櫛
守
る

た
め
、
九
u
月
十
八
日
か
ち
十
一

月
三
十
回
u
ま
明
、
の
織
に
我
孫
子

会
滋
に
わ
た
っ
て
家
齢
掛
川
W

総
資

者
災
絡
し
て
、
役
場
げ
い
お
る
ネ

}
鎖
倒
掛
と
然
附
附
の
策
蕊
療
を
照
合

じ
ま
す
の
で
、
潮
時
官
対
策
が
お
財
閥

い
の
さ
い
は
、
鵠
国
吉
ま
の
拙
糊
カ

者
ω
抑
制
剛
い
し
ま
す
。

な
が
、
鰯
側
窓
圏
内
は
評
箔
務
総

長
誌
を
品
開
っ
て
い
ま
す
か
ち
、

史
小
饗
の
さ
い
は
お
総
べ
は
な

と
て
〈
と
さ
い
。

文
化
禁
の

ー一戸

r
I円
H

ま
ナ
除
却

p
i
E
ロ
多
本
到

十
一
均
一
…
…
H
H
m
w
女
化
の
口
H
を

中
心
に
行
な
わ
れ
る
総
数
、
緩

覧
会
な
ど
の
作
品
を
務
融
機
し
ま

す
。
蜘
神
祭
出
叫
ん
締
M
w
h
ソ
山
林
十
月
以

十円
μ
で
す
e

判制緩
w
仏
側
期
名
、
規

時
相
、
住
所
、
郎
内
名
争
滋
い
亡
次

の
と
ζ

ろ
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
ム
議
滋
全
紙
以
出
口
、
部
以
品
情
ま
に
は
台

抑
制
付
と
し
ま
す
。

中関脳間鵡問一線(施時一

J
一一一

t}一

一一一)
A
払岡田開

の

減

免

い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
わ
た
く
し
た
ち

の
役
務
と
緩
も
関
係
の
深
い
所

得
教
を
組
制
欲
免
除
す
る
縫
縫
と

し
て
は
、
雑
損
約
皿
機
に
よ
る
万

仲
間
と
、
災
響
被
害
者
に
対
す
る

割郷後
mw
統
品
加
、
緩
和
帆
猶
予
な
ど

に
間
関
す
る
時
間
絡
に
相
続
笈
す
る
税

金
の
軽
減
免
時
障
に
よ
る
万
仲
間
と

が
あ
h
善
命
す
。

と
れ
与
の
い
絞
叩
的
措
相
同
に
つ
い

て
は
、
開
直
相
川
口
…
日
付
m
w
後
経
由
申
告

税

局

博

明

mw
時
可
制
刑
を
終
っ
て
所
得
税
の
却
軽

減
免
除
を
受
げ
る
ζ
と
も
で
き

ま
す
が
、
予
定
約
税
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
々
い
入
は
、
そ
の
予

定
紛
糾
棋
の
絞
瞬
間
明
、
、
ま
た
、
給

与
や
報
開
問
に
つ
い
て
間
間
後
納
備
の

綴
融
市
畿
放
を
受
け
て
い
る
人
は

そ
の
綴
泉
徴
収
の
段
階
で
、
そ

れ
ぞ
れ
所
得
判
例
の
絞
減
免
除
を

受
け
る
ζ
と
が
で
き
ま
す
。

地

方

税

法

の

一

様

改

定

地
方
税
法
の
一
務
次
叩
誌
が
、

ザ
九
月
に
成
立
し
、
本
祭
品
肢
の
側
側

制閣は
ζ

の
淡
泊
比
仲
間
に
せ
盟
ず
い
て

行
な
わ
れ
ま
し
た
a

俊
一
改
正
品
質
問
悶
十
一
ま
ろ

山向者
mw
徐
氏
一
山
明
後
指
慨
を
提
出
す
る

ζ
の
淡
添
い
ぶ
は
、
住
民
会
約

め
る
税
金
を
綴
同
州
事
せ
よ
う
と

す
る
た
め
の
事
業
等
終
端
制
緩
除

噺
側
、
一
糸
線
に
対
す
る
発
盟
関
税
総

務
め
出
引
上
げ
と
、
級
品
悼
不
自
由

者
に
対
す
る
戦
潟
齢
期
務
総
の
滋

魚
、
電
気
、
ガ
ス
殺
の
免
税
ぷ

の
削
引
上
げ
忽
ど
で
、

ζ
れ
必
然

い
関
山
間
四
陥
慨
綴
係
機
糾
制
の
日
韓
滋
基

準
額
の
計
引
上
げ
の
ほ
か
、
酎
関
税

負
強
mw
組
胸
骨
括
合
理
犯
や
鰐
隠
滅

出
附
仲
官
学
閥
艇
の
簡
素
佑
な
ど
を
主

体
に
海
漁
糸
似
の
一
線
が
改
正

さ
れ
次
の
衰
の
よ
う
に
、
ふ
〈
嗣
個

々
綿
織
制
併
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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ぷ
十
分
以
内
、
綴
付
で
一
人

以
点
以
内
と
し
ま
す
。

鮫
自
郡
部
時
制
開
〈
制
脱
持
一
部
組
問
尚
三
ユ

ムハ)
A
Wザ
山
科

間
関
ツ
切
り
以
下
、
領
ま
た
は

台
紋
付
と
し
ま
す
。

本
問
浅
(
本
野
山
…
J
火
J
…

八〉A韓
中
慾

小
林
謝
品
一
議
門
脚
部
…

J
一…

t
一一一〉

A
U

唱
す
…
議
、
工
芸

必
然
翻
字
ハ
内
向
山
一

J
丸

t

十
V

A

品
箆
虫
榎
本

抽
出
谷
金
次
郎
(
岳
山
一
一
J
削悶

J
八〉
ム排昨制
W

蝉
賄
顛
は
、
す
〈
作
加
相
南
山
叫
門
口
融
加
申
猟

端
組
閣
は
「
文
ル
加
の
臼
」
、
ハ
ガ

キ
に
…
人
…
ぷ
旬
以
内
、
住
孫
、

氏
名
、
絡
ん

Ew紛
入
し
て
く
だ

ー
、
。
:
L
 

a悶
・
災
毅
雄
〔
本
即
時
二
、
t
ムハ
J

二
関
〉
ム
加
盟
歎
会

流
派
を
問
問
わ
ず
、
ど
な
た
で

も
鯵
加
し
て
く
ど
き
い
e

詠鵠単

一
…
}
肉
ハ
ガ
与
に
鐙
問
問
、
氏
名
、

年
令
を
混
入
し
て
く
だ
さ
い
。

鈴
木
準
一
(
寿
二
J
…心〈
J

一〉
A
A揃
幾
村
田
同
窓
一
一
一
〈
本
附
問
一
一
J
大
J

……{ハ)

A
菊
花
殺
孫
子
織
の
友
会
、
脇
陣
川
清

一
一
一
九
〈
本
町
二

1
1…1
日
二
〉

糊
開
北
郊
花
会
、
桧
山
孝
次
総

門
中
隊
一
ハ
V
O山ハ)

ム
議
総
コ
1
-
フ
ミ
合
閥
、
務
潟
、

附
拭
酬
明
、
結
耕
民
謡
廓
号
、
円
悶
本
線

師
刷
、
掛
照
州
側
補
問
機
、
パ
レ

i
、
響

曲
、
間
属
議
な
ど
。

。
鶏
舎
は
清
潔
に

は、

m
w
級
制
倒
が
か
か
ら
往
く

改

正

さ

れ

た

な

ち

ま

し

た

。

印

紙

税

法

。

重

量

章

、

か

か

ら

な
い
金
銭
の
築
制
出
が
応
カ
り

「m
w
料
納
税
い
と
い
う
世
間
獲
を
凶
問
え
ば
、
数
畿
は
間
関
す
る
金

わ
亡
く
し
た
ち
は
、
刊
行
後
よ
く
岬
践
の
受
取
殺
は
、
問
削
減
金
間
期

制
開
き
緩
う
畳
間
務
で
す
が
、
ι
m
w
}
万
m
m
(
問
削
コ
一
千
m
m
v
以
上

際
脱
税
，
総
仲
間
か
本
年
七
月
一
口
付
か
の
も
の
に
つ
い
て
、
二
十
問
問

ち
念
文
改
泌
さ
れ
ま
し
た
の
で
駒
郡
掛
到
な
ど
の
満
期
綴
組
制
は
密

ζ

れ
ま
で
と
か
わ
唱
に
い
燥
を
中
十
円
、
終
取
燃
は
際
資
問
、

心
K
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
談
総
説
明
径
狭
山
悼
二
十
円
、
品
物
終
的
紛

し
ま
ず
。
ザ
川
十
人
端
縄
問
開
券
な
ど
)
法
、
六
十
問

。
内
印
絞
殺
の
か
か
る
も
の
、
同
円
以
上
か
ら
絞
殺
さ
れ
ま
す

か
か
ら
な
い
も
の
の
隊
創
が

O

奴
入
印
紙
を
は
っ
て
m
州統

附
判
定
さ
れ
、
銀
え
ば
、
胸
wn附
綴
を
約
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

後
際
線
、
身
元
指
揮
変
査
官
、
騒
い
交
綴
げ
件
、
校
入
印
紙
を
は

よ
う
民
間
関
す
る
緩
附
明
、
権
利
ち
忘
れ
ど
織
令
、
逃
窓
税
制
輔

の
消
滋
に
認
す
る
統
綴
な
ど
度
が
設
け
ら
れ
て
、
は
ち
た

l
i
-
-十
i
i
}
?
j
i
i
i
)
!
;
;
?

思
い
あ
た
り
ま
せ
ん
か

早

期

発

見

が

大

切

位
を
占
め
て
い
笈
す
。

年
令
的
に
み
る
と
、
一
ニ

ヂ
か
ら
双
十
開
問
才
ま
で
の
も
っ

と
も
脇
陣
き
綴
ち
に
あ
る
人
が
死

亡
し
、
家
緩
約
氏
志
帆
父
お
に

も
制
品
大
江
間
開
閉
鴎
と
な
っ
て
い
ま

す。
と
の
よ
う

κが
ん
ば
問
問
十
才

か
ち
急
激
に
多
絡
し
ま
す
が
、

自
覚
盤
状
が
な
く
、
時
枇
状
が
あ

る
よ
ろ
に
な
っ
て
か
ら
で
は
ヂ

逐
れ
の
務
合
げ
が
多
い
の
で
す
が

最
近
で
は
医
学
の
滋
沙
に
よ
き

平
織
に
発
見
し
、
問
中
期
に
ぬ
削
情
慨

す
れ
ば
同
総
療
を
取
り
も
ど
す
ζ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
ち
ま
し

た。

ξ
く
に
が
ん
の
う
ち
で
も

も
っ
と
も
多
い
脅
が
ん
ハ
家
殺

で
は
お
sw悶
が
ん
)
な
ど
は
、
比

較
釣
終
闘
却
に
務
総
融
問
隔
月
で
き
る

よ
う
に
な
ち
ま
し
た
。

な
ん
の
症
状
も
な
く
後
樹
棋
に

防
総
が
み
る
と
き
明
、
も
、
毎
夜

一
一
刻
か
一
一
揃
闘
は
波
劇
的
開
花
健
康

診
績
を
受
け
る
乙
と
が
な
に
よ

り
ふ
〈
後
で
す
。

次
め
よ
う
な
絞
殺
に
気
が
つ

い
た
ら
磁
ち
依
然
繊
診
断
岳
受

け
ま
し
ょ
う
e




